
『
駿
台
史
学
』　

第
一
八
〇
号
別
冊　
（
一
）-

（
一
一
）
頁
、
二
〇
二
三
年
一
二
月

　　

伊
賀
衆
の
仲
介
人
・
山
中
長
俊

小　

野　

陽　

菜

（縦組み　逆丁）

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
戦
国
織
豊
期
の
忍
び
・
伊
賀
衆
に
か
か
わ
る
「
山
中
長

俊
」
と
い
う
人
物
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
実
態
を
未
発
表
の
史
料
を
用
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

筆
者
は
戦
国
の
忍
び
・
伊
賀
衆
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
執
筆
し
た
。
先
行

研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
伊
賀
市
史（

１
）』

を
中
心
に
史
料
を
集
め
て
自
分
の
説
を

確
立
さ
せ
て
い
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
伊
賀
衆
」
と
は
ど
の
よ
う
な
立
場
の

者
た
ち
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
推
定
し
、
未

だ
曖
昧
な
部
分
が
多
い
「
伊
賀
惣
国
一
揆
」・「
伊
賀
惣
国
一
揆
掟
書
」
に
つ
い

て
考
察
を
行
っ
た
。
ま
た
、
織
田
家
や
甲
賀
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
し

た
。
特
に
、
織
田
家
に
関
し
て
は
伊
賀
衆
と
複
雑
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
敵
対
期
間
中
に
、
伊
賀
衆
を
傭
兵
と
し
て
雇
っ

て
い
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
雇
っ
た
側
と
し
て
記
さ
れ

て
い
た
の
が
、
柴
田
勝
家
や
後
の
豊
臣
秀
吉
で
あ
っ
た（

２
）。

そ
し
て
、
時
代
を

下
っ
て
い
く
と
、
伊
賀
衆
は
再
び
柴
田
勝
家
に
雇
わ
れ
て
活
動
し
て
い
た
こ
と

も
分
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
柴
田
勝
家
と
伊
賀
衆
を
繋
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
た

者
が
い
た
。
そ
の
者
こ
そ
、
山
中
長
俊
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
も
そ
も
の
山
中
長
俊
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
基
本
情
報
だ
が
、

斎
藤
氏
に
よ
る
と
、

　
　

�

山
中
長
俊
は
天
文
一
六
年
近
江
に
生
ま
れ
、
橘
内
と
名
乗
り
、
初
め
佐
々

木
承
禎
に
仕
え
、
後
柴
田
勝
家
・
丹
羽
長
秀
を
経
て
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え

た
。
天
正
末
年
か
ら
文
禄
・
慶
長
年
間
に
か
け
て
、
秀
吉
の
右
筆
・
代
官

と
し
て
活
躍
し
、
文
禄
二
年
一
〇
月
三
日
に
は
従
五
位
下
山
城
守
に
叙
任

さ
れ
て
い
る
。
慶
長
五
年
の
関
原
戦
に
は
西
軍
に
属
し
て
改
易
さ
れ
、
同

一
二
年
六
一
才
で
死
去
し
て
い
る（

３
）。

と
の
こ
と
で
あ
る
。
仕
え
る
相
手
が
よ
く
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
掲
の

【
史
料
一
】・【
史
料
二
】・【
史
料
三
】
か
ら
は
羽
柴
秀
吉
と
柴
田
勝
家
の
戦
い

に
お
い
て
柴
田
勝
家
陣
営
に
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
柴
田
勝
家
に
仕
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
後
に
丹
羽
長
秀
を
経
て
は
い
る
も
の
の
、
敵
方
で
あ
っ

た
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
そ
の
う
え
「
右
筆
・
代
官
」
と
い
う
地
位
ま
で
任
さ
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
代
に
お
い
て
こ
の
山
中
長
俊
と
い
う
人
物
、
斎
藤
氏
も
「
山
中
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長
俊
に
関
す
る
研
究
は
管
見
の
限
り
き
わ
め
て
少
な
い（
４
）」
と
述
べ
て
い
た
が
、

研
究
は
い
ま
だ
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
様
子
で
、
ど
の
よ
う
に
仕
え
る
人
物
を

変
え
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
詳
細
な
部
分
が
判
明
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
い
た
時
代
な
ら
ば
右
筆
・
代
官

と
い
う
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
少
な
く
と
も
分
か
っ
た
が
、
さ
て
、
柴
田
勝

家
に
仕
え
て
い
た
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
と
な
る
と
判
明
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
柴
田
勝
家
に
仕
え
て
い
た
時
代
の
山
中
長
俊
が
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
し
か
し
、
柴
田
勝
家
に
仕
え
て
い
た
そ
の
期
間
の
正
確
な
年
代
に
つ
い
て

さ
え
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
斎
藤
氏
の
豊
臣
期
に
お
け
る

山
中
長
俊
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
た
論
文
に
お
い
て
、
検
討
対
象
年
代
を
天

正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
以
降
に
定
め
て
い
た
こ
と
を
参
考
に
し
て
、
丹
羽
長

秀
時
代
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
も
の
の
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
以
前
を
ひ
と

ま
ず
の
史
料
捜
索
範
囲
、
検
討
対
象
年
代
と
し
た（

５
）。

　

ま
た
、
山
中
長
俊
の
「
山
中
氏（

６
）」
と
言
え
ば
甲
賀
の
者
で
あ
り
、
そ
れ
に
関

す
る
研
究
は
さ
か
ん
で
あ
っ
た
よ
う
な
の
だ
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
一
族
で
は

な
く
あ
く
ま
で
山
中
長
俊
一
個
人
の
み
に
焦
点
を
絞
る
た
め
に
、
そ
ち
ら
の
研

究
に
は
触
れ
ず
に
進
め
て
い
く
。

一　
『
伊
賀
市
史
』
内
の
山
中
長
俊

　

こ
こ
で
は
本
論
の
前
提
と
し
て
既
存
の
史
料
集
か
ら
わ
か
る
山
中
長
俊
の
働

き
を
整
理
し
て
お
く
。
そ
の
中
で
山
中
長
俊
は
、
次
の
よ
う
に
登
場
し
て
い

た
。

　
【
史
料
一
】「
佐
久
間
盛
政
書
状
写（

７
）」

　
　

�

従
伊
賀
国
、
山
中
橘（
長
俊
）内
か
た
迄
使
者
御
座
候
、
路
次
ニ
お
ゐ
て
則
様
体
承

候
、
幸
之
義
ニ
御
座
候
条
、
能
々
御
内
存
被
仰
聞
忝
存
候
様
被
成
御
馳
走

候
て
、
御
か
へ
し
有
之
様
ニ
と
存
知
置
候
、
委
細
首
尾
吉（
長
俊
）内

可
得
御
意
候
、

此
等
之
趣
可
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

閏
正
月(

（
天
正
十
一
年
）)

十
日�

盛（
佐
久
間
）政（

花
押
影
）

　
　
　
　
　

小
嶋
志
摩
入
道
殿（

８
）

こ
れ
は
、
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
閏
正
月
以
降
、
伊
賀
衆
が
羽
柴
秀
吉
と

柴
田
勝
家
の
対
立
に
際
し
て
柴
田
勝
家
に
味
方
し
て
い
る
事
例
に
関
す
る
史
料

で
あ
る（

９
）。「
従
伊
賀
国
、
山
中
橘（
長
俊
）内
か
た
迄
使
者
御
座
候
」
と
、
伊
賀
国
か
ら

「
山
中
橘
内
」
へ
、
つ
ま
り
、
山
中
長
俊
へ
使
者
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、「
委
細
首
尾
吉（

長
俊
）内

可
得
御
意
候
」
と
、
山
中
長
俊
が
「
委
細
首
尾
」
等
を

処
理
す
る
よ
う
な
立
場
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

ま
た
、【
史
料
一
】
と
同
じ
く
羽
柴
秀
吉
と
柴
田
勝
家
の
戦
い
に
関
す
る
次

の
書
状
に
お
い
て
、

　
【
史
料
二
】「
柴
田
勝
家
書
状
写（

（1
（

」

　
　

�

伊
賀
衆
働
之
事
、
信
楽
・
田
上
・
和
束
・
田
原
、
何
之
口
ニ
て
も
見
合
、

伊賀衆の仲介人・山中長俊 小野　陽菜
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火
急
ニ
行
専
一
候
、
彼
面
動
次
第
右
所
々
可
宛
行
候
、
向
後
不
可
有
相
違

候
、
得
其
意
可
申
渉
候
、
尚（

佐
久
間
盛
政
）

佐
玄
・
徳
（
徳
山
秀
現（
マ
マ
、
規
））

五
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

勝（
柴
田
）家

（
花
押
影
）

　
　
　
　
　

山
中
橘（

長
俊
）内
殿

と
、「
伊
賀
衆
働
之
事
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
初
の
コ
ン
タ

ク
ト
だ
け
で
な
く
伊
賀
衆
を
雇
用
す
る
う
え
で
の
交
渉
等
に
も
関
わ
る
立
場
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
信
楽
・
田
上
・
和
束
・
田
原
、
何
之
口
ニ
て
も
見
合
、

火
急
ニ
行
専
一
候
」
と
あ
り
、
諸
口
い
ず
れ
の
口
に
て
も
見
合
う
、
火
急
に
行

く
こ
と
が
専
一
だ
と
、
柴
田
勝
家
が
な
か
な
か
差
し
迫
っ
た
状
況
で
伊
賀
衆
を

頼
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
史
料
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（1
（

。

　

そ
し
て
、
文
末
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
尚
佐
玄
・
徳
五
可
申
候
」
の
添
え
状

に
お
い
て
も
、

　
【
史
料
三
】「
徳
山
秀
現
・
佐
久
間
盛
政
連
署
添
状
写（

（1
（

」

　
　

�

就
伊
賀
衆
働
之
儀
、
信
楽
・
田
上
・
和
束
・
田
原
之
儀
、
調
略
共
於
令
首

尾
後
、
所
々
可
被
宛
行
候
、
幷
一
ヶ
条
御
褒
美
知
行
分
、
如
御
直
書
、
向

後
聊
不
可
有
相
違
候
、
於
両
人
不
可
如
在
候
、
其
段
被
入
念
、
才
覚
肝

煎〔
要
カ
〕候

、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

秀（
徳
山
）現
（
マ
マ
、
規
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛（
佐
久
間
）政（
花
押
影
）

　
　
　
　
　

山
橘
内
殿
御
宿
所

と
い
っ
た
よ
う
に
、「
伊
賀
衆
働
之
儀
」
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
か
も
し
れ
な
い
が
、「
入
念
」
や
「
才
覚
肝
要
」

等
、
や
は
り
伊
賀
衆
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
現
場
は
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
で

あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
史
料
よ
り
、
山
中
長
俊
は
、
重
要
な
場
面
で
伊
賀
衆
の
雇
用

に
関
わ
る
も
の
を
一
手
に
受
け
て
い
た
人
物
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二　

柴
田
勝
家
時
代
の
二
史
料

　

柴
田
勝
家
に
仕
え
て
い
た
時
代
の
山
中
長
俊
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る

史
料
を
探
し
た
結
果
、
二
つ
の
く
ず
し
字
史
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
そ
の
二
つ
の
史
料
を
解
読
し
て
内
容
を
読
み
取
り
、
考
察

し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。

　

一
つ
目
の
史
料
は
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
「
柴
田
勝
家
書
状
」（【
史
料

四
】）
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
影
写
本
を
所
蔵
し

て
お
り
、
同
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
底
本
は
「
伊
佐

早
謙
採
集
文
書
」
で
あ
る
が
、
今
回
は
影
写
本
の
み
を
閲
覧
し
た
。
原
文
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

　
【
史
料
四
】「
柴
田
勝
家
書
状（

（1
（

」

　
　

�

加
州
凶
徒
等
為
成
敗
令
出
馬
、
方
々
申
付
段
、
可
有
其
聞
候
、
然
者
金
澤

一
城
候
、
是
又
則
時
可
相
果
候
、
今
般
河
豊
備
可
有
如
何
旨
尋
遣
候
、
北

陸
道
平
均
之
基
此
時
候
条
、
有
異
見
以
無
二
之
覚
悟
、
被
励
手
之
様
ニ
御

才
覚
専
一
候
、
於
被
抽
忠
切（

節
）者

以
来
御
身
上
之
儀
〇
（
萬
カ
）請

取
申
候
於
委
細

者
口
状
相
含
差
越
山
中
久
蔵
候
、
猶
佐
久
間
玄
蕃
山
中
橘
内
可
申
候
、

恐
々
謹
言

伊賀衆の仲介人・山中長俊 小野　陽菜
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（
天
正
八
年
）

　
　
　

閏
三
月
二
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
勝
家
（
花
押
）

　
　
　
　

山
田
修
理
亮
殿

　
　
　
　

若
林
宗
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
之
候

　

書
状
の
概
要
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
柴
田
勝
家
は
加
賀
国
の
凶
徒
た
ち
を
成

敗
す
る
た
め
に
出
勢
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
書
状
の
時
期
に
は
金
沢
は
一

城
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
す
ぐ
に
終
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
河
田
長
親
の
備
え
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
尋
ね
た
こ
と
や
、
相
手
（
宛
所

の
二
人
）
の
忠
節
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
使
者

は
、
山
中
久
蔵
・
佐
久
間
盛
政
・
山
中
長
俊
の
三
人
で
あ
る
。

　

続
け
て
二
つ
目
の
史
料
は
、
一
つ
目
の
史
料
「
柴
田
勝
家
書
状
」
の
添
え
状

で
あ
る
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
「
佐
久
間
盛
政
等
三
名
連
署
状
」（【
史
料

五
】）
で
あ
る
。
こ
の
史
料
も
「
柴
田
勝
家
書
状
」
と
同
じ
く
、
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
が
影
写
本
を
所
蔵
し
て
お
り
、
同
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
公
開
し
て

い
る
。
ま
た
、
底
本
も
同
じ
く
「
伊
佐
早
謙
採
集
文
書
」
で
あ
る
が
、
今
回
は

影
写
本
の
み
を
閲
覧
し
た
。
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
【
史
料
五
】「
佐
久
間
盛
政
等
三
名
連
署
状（

（1
（

」

　
　

�

就
登
州
御
備
之
儀
、
勝
家
以
直
書
被
申
候
、
当
表
弥
如
存
分
被
申
付
段
、

定
而
可
有
其
聞
候
、
此
刻
被
励
手
、
御
入
魂
之
様
ニ
御
異
見
肝
要
候
、
其

國
能
州
歴
面
之
衆
不
残
在
陣
候
、
其
外
何
茂
同
心
候
、
御
分
別
此
時
候
、

委
儀
山
久
蔵
可
被
申
候
、
御
存
之
儀
候
間
、
無
御
〇

（
論
ヵ
）者
御
返
答
専
一
候
、

兎
角
不
及
御
思
唯

（
惟
ヵ
）御
動
連
々
候
者
、
自
然
御
後
悔
之
儀
、
不
可
有
其
詮

候
処
、
早
速
ニ
可
有
御
馳
走
候
、
早
急
御
両
所
不
可
過
御
才
覚
候
、
御
身

上
之
儀　
　

公
儀　

修
理
亮
丈
夫
ニ
請
取
被
申
候
、
当
口
御
警
固
之
儀
被

仰
付
上
者
、
従
此
方
被
申
上
通
、
可
令
首
尾
候
、
無
二
之
御
覚
悟
旨
以
可

被
引
地
事
、
此
節
候
、
為
両
三
人
相
〇

（
尋
ヵ
）可
申
旨
候
之
間
、
如
此
候
、
旁

近
々
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
（
天
正
八
年
）

　
　
　

閏
三
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

山
中
橘
内
長
俊
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
聞
下
斎
宗
教
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
玄
蕃
助
盛
政
（
花
押
）

　
　
　
　

山
田
修
理
亮
殿

　
　
　
　

若
林
宗
右
衛
門
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

　

こ
の
書
状
は
、【
史
料
四
】
の
添
え
状
と
し
て
、
意
向
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
親
密
に
や
り
取
り
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
つ
つ
、
決
断
す
る
と

き
は
今
だ
と
し
て
能
登
国
の
備
え
に
つ
い
て
す
ぐ
に
返
答
す
る
よ
う
伝
え
て
い

る
。
ま
た
、
後
悔
は
さ
せ
な
い
こ
と
や
身
上
は
柴
田
勝
家
が
確
実
に
受
け
取
っ

た
こ
と
、
当
口
の
警
固
を
命
じ
ら
れ
た
際
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い

る
。

　

端
的
に
こ
の
二
つ
の
史
料
の
内
容
を
述
べ
る
と
、「
加
州
」・「
凶
徒
」
と

い
っ
た
文
字
や
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
と
い
う
年
代
な
ど
か
ら
、
柴
田
勝

家
の
加
賀
国
平
定
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
し
た
。『
加
賀
市
史
』
に
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よ
る
と
、
ま
ず
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
八
月
、
織
田
信
長
は
越
前
を
平
定

し
た
そ
の
余
勢
を
駆
っ
て
加
賀
に
も
迫
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
そ
の
際
に
加
賀
の
一
向

一
揆
は
敗
北
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
以
来
上
杉
謙
信
と
和
し
た
こ
と
で
、
上
杉
・

一
向
一
揆
と
織
田
信
長
の
対
立
と
い
っ
た
構
図
に
な
っ
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
天
正
八

年
（
一
五
八
〇
）
四
月
の
停
戦
を
目
前
に
、
織
田
勢
の
柴
田
勝
家
ら
は
一
斉
に

攻
勢
を
と
り
、
た
ち
ま
ち
金
沢
御
坊
を
陥
落
さ
せ
た（

（1
（

。【
史
料
四
】
の
「
然
者

金
澤
一
城
候
、
是
又
則
時
可
相
果
候
」
と
は
、
こ
の
金
澤
御
坊
の
即
時
陥
落
の

こ
と
で
あ
り
、
相
手
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
陥

落
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
効
果
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

ま
た
反
対
に
、【
史
料
四
】
か
ら
「
於
被
抽
忠
切（

節
）者

以
来
御
身
上
之
儀
〇
（
萬
カ
）請

取
申
候
」、【
史
料
五
】
か
ら
は
「
自
然
御
後
悔
之
儀
、
不
可
有
其
詮
候
処
」

「
御
身
上
之
儀　
　

公
儀　

修
理
亮
丈
夫
ニ
請
取
被
申
候
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、

た
だ
圧
力
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
安
心
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
部
分
も
読
み
取

れ
た
。
山
中
長
俊
は
、
柴
田
勝
家
の
使
者
三
人
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
登
場
し

て
い
た
。
使
者
と
し
て
こ
の
複
雑
な
交
渉
を
実
際
に
こ
な
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
交
渉
を
さ
れ
た
相
手
で
あ
る
宛
所
の
二
人
は
ど
の
よ

う
な
立
場
の
者
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
章
で
詳
し
く
述
べ
る
。

三　

山
田
修
理
亮
と
若
林
宗
右
衛
門
尉

　

前
章
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
こ
で
は
両
方
の
史
料
の
宛
所
で
あ
る
山
田
修
理
亮

殿
と
若
林
宗
右
衛
門
尉
殿
に
注
目
す
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
ど
の
よ
う
な
人

物
で
あ
っ
た
の
か
先
行
研
究
等
か
ら
は
判
明
し
な
か
っ
た
た
め
、
他
の
史
料
に

あ
た
り
自
身
で
人
物
比
定
か
ら
行
っ
た
。

　

す
る
と
「
長
尾
系
図
」
内
に
、
ま
ず
、
山
田
修
理
亮
の
文
字
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
【
史
料
六
】「
長
尾
系
図（

（1
（

」

　
　
（
前
略
）

　
　

謙
信
様
御
譜
代
古
志
之
侍
衆

　
　

長
尾
紀
伊
守

　
　

長
尾
和
泉
守

　
　

長
尾
左
馬
助

　
　

小
越
平
左
衛
門

　
　

庄
田
九
郎
三
郎

　
　

山
田
修
理
亮

　
　

百
束
左
馬
助

　
　

�

右
七
人
衆
河
田
豊
前
守
組
御
預
ケ
被
指
置
。
此
外
侍
分
八
十
騎
。
何
茂
御

譜
代
之
衆
也
。（
後
略
）

　
「
謙
信
様
御
譜
代
古
志
之
侍
衆
」
七
人
の
右
か
ら
六
人
目
で
あ
る
。
こ
の

「
謙
信
様
の
御
譜
代
の
古
志
の
侍
衆
」
は
「
古
志
長
尾
氏
侍
衆
」
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
よ
っ
て
、「
古
志
長
尾
氏
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。『
長

岡
市
史
』
に
よ
る
と
、
普
段
は
京
都
に
住
ん
で
い
た
越
後
の
守
護
で
あ
る
上
杉

氏
の
代
官
と
し
て
、
越
後
の
各
地
に
住
み
着
い
た
者
た
ち
が
存
在
し
た
が
、
そ

の
者
た
ち
の
中
で
も
最
大
の
勢
力
だ
っ
た
の
が
長
尾
氏
で
あ
っ
た（

（1
（

。
長
尾
氏

伊賀衆の仲介人・山中長俊 小野　陽菜

(5) (4)

23-09-169　(01)_逆丁縦組_小野様_2023年別冊.indd   523-09-169　(01)_逆丁縦組_小野様_2023年別冊.indd   5 2023/12/13   18:27:212023/12/13   18:27:21



は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
上
杉
に
従
っ
て
い
る
古
く
か
ら
の
家
臣
で
あ
り
、
室
町
時

代
を
通
し
て
各
地
に
住
み
着
き
支
配
の
核
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

各
地
の
中
で
も
古
志
郡
に
入
り
拠
点
を
置
い
た
景
春
と
い
う
人
物
が
古
志
長
尾

氏
の
始
ま
り
と
な
っ
た（

（2
（

。
そ
し
て
、
時
代
は
進
み
戦
国
時
代
、
長
尾
景
虎
に
越

後
に
招
か
れ
た
河
田
長
親
が
古
志
長
尾
氏
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
新
た
に
古
志

長
尾
家
の
家
臣
も
多
数
加
え
ら
れ
た（

（2
（

。
つ
ま
り
、
山
田
修
理
亮
は
、
古
志
長
尾

氏
の
家
中
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
後
に
河
田
長
親
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
者
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
山
田
修
理
亮
が
河
田
長
親
に
仕
え
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
主

張
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
、
宛
所
二
人
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
史
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）

の
「
上
杉
景
勝
書
状
」
で
あ
る
（【
史
料
七
】）。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
影

写
本
を
所
蔵
し
て
お
り
、
同
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、

底
本
は
「
伊
佐
早
謙
採
集
文
書
」
で
あ
る
が
、
今
回
は
影
写
本
の
み
を
閲
覧
し

た
。
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
【
史
料
七
】「
上
杉
景
勝
書
状（

（2
（

」

　
　

�

舊
冬
於
糸
魚
川
之
地
、
豊
前
守
如
兼
約
去
十
六
被
打
立
候
哉
、
無
心
許

候
、
於
届
砕
者
先
達
若
林
宗
右
衛
門
ニ
相
含
候
也
、
扨
又
爰
元
備
無
異
儀

候
、
去
十
六
日
向
高
津
及
行
、
同
廿
日
責
落
之
、
河
東
之
壱
令
破
却
得
彼

地
人
数
入
置
候
、
然
者
豊
前
守
出
勢
之
事
堅
就
約
諾
、
下
郡（

（2
（

へ
遣
飛
脚
始

斎
藤
下
野
守
其
外
揚
河
北（

（2
（

之
人
数
悉
相
催
二
月
上
旬
可
打
上
之
段
、
参
合

候
条
其
首
尾
無
相
違
候
様
、
異
見
簡
用
候
、
猶
萬
吉
重
而
穴
賢
〳
〵
、

　
　
（
天
正
七
年
）

　
　
　

正
月
廿
六
日
景
勝
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
宗
右
衛
門
と
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
修
理
亮
と
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

小
越
平
左
衛
門
尉
と
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
倉
左
馬
助
と
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

小
幡
九
兵
衛
尉
と
の
へ

　

こ
の
書
状
は
、
昨
年
（
天
正
六
年
）
の
冬
に
河
田
長
親
が
一
月
一
六
日
に
出

勢
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
心
許
無
く
思
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
、
さ
ら
に
自
分
達
の
現
況
を
伝
え
つ
つ
、
下
郡
へ
飛
脚
を
遣
わ
し
て
斎
藤

下
野
守
朝
信
・
そ
の
他
揚
河
北
の
人
々
も
せ
き
た
て
る
こ
と
で
、
二
月
上
旬
に

は
戦
い
を
終
わ
ら
せ
て
参
会
す
る
予
定
だ
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
書
状
を
届
け
る
に
あ
た
っ
て
「
若
林
宗
右
衛
門
」
が
詳
細
を
伝
え

る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

端
的
に
述
べ
る
と
、
こ
の
書
状
は
「
御
館
の
乱（

（2
（

」
と
関
係
し
て
い
る
も
の
で

あ
っ
た
。「
豊
前
守
」、
つ
ま
り
河
田
豊
前
守
長
親
の
状
況
を
尋
ね
て
、
念
を
押

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
宛
所
の
五
人
は
、
史
料
の
内
容
自
体
と
、
既
に
明
ら

か
に
し
た
山
田
修
理
亮
と
同
じ
く
「
長
尾
系
図
」
に
載
っ
て
い
た
「
小
越
平
左

衛
門
」
も
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
五
人
と
も
河
田
長
親
に
仕
え
て
い
た
者

た
ち
だ
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、「
柴
田
勝
家
書
状
」
と
「
佐
久
間

盛
政
等
三
名
連
署
状
」
の
宛
所
の
も
う
一
方
、「
若
林
宗
右
衛
門
」
も
、
河
田

長
親
に
仕
え
て
い
た
者
だ
と
考
え
る
。
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ま
た
、
河
田
長
親
と
家
臣
の
関
係
性
が
分
か
る
も
の
と
し
て
、『
長
岡
市
史
』

に
よ
れ
ば
、「
越
中
の
陣
で
戦
っ
て
い
た
河
田
長
親
は
、
敵
方
の
織
田
信
長
か

ら
上
杉
氏
に
背
く
よ
う
に
誘
わ
れ
た
が
配
下
の
山
田
修
理
亮
な
ど
の
説
得
に

よ
っ
て
景
勝
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

」
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
特
に

山
田
修
理
亮
は
、
河
田
長
親
の
家
臣
た
ち
の
中
で
も
力
を
持
っ
て
お
り
、
説
得

を
し
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
良
い
関
係
性
を
築
い
て
い
た
人

物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
実
際
に
、
河
田
長
親
の
側

近
と
し
て
の
働
き
や
こ
の
御
館
の
乱
に
お
け
る
功
績
が
評
価
さ
れ
て
か
、
後
に

独
立
し
た
武
将
と
し
て
の
扱
い
も
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た（

（2
（

。
つ
ま
り
、
山
中
長

俊
ら
が
裏
工
作
を
行
っ
た
先
の
人
物
の
少
な
く
と
も
一
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
力

を
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
改
め
て
「
柴
田
勝
家
書
状
」
と
「
佐
久
間
盛
政
三

名
連
署
状
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
二
つ
の
史
料

は
柴
田
勝
家
の
加
賀
国
平
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
宛
所
の
二

人
は
河
田
長
親
に
仕
え
て
い
た
者
、
上
杉
側
の
人
間
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
織
田
側
の
人
間
が
、
戦
っ
て
い
る
相
手
で
あ
る
は
ず
の
上
杉
側
の
人

間
に
送
っ
た
書
状
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
内
容
を
改
め
て
見
て
み
る

と
、「
今
般
河
豊
備
可
有
如
何
旨
尋
遣
候
」「
就
登
州
御
備
之
儀
」
と
、
本
来
は

知
る
は
ず
の
な
い
敵
側
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、「
御
身
上
之
儀　
　

公
儀　

修
理
亮
丈
夫
ニ
請
取
被
申
候
」
と
い
っ
た

よ
う
に
、
内
通
す
る
様
子
も
見
受
け
ら
れ
る
。「
公
議
」
は
、
こ
こ
で
は
織
田

信
長
権
力
の
こ
と
だ
と
捉
え
た
。
す
る
と
、「
織
田
信
長
権
力
」
の
柴
田
勝
家

が
「
確
実
に
」
受
け
取
っ
た
と
伝
え
た
こ
と
と
な
り
、
決
し
て
そ
の
場
限
り
で

軽
く
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。「
於
被
抽
忠
切（

節
）者
以
来
御
身

上
之
儀
〇

（
萬
カ
）請

取
申
候
」
と
、
相
手
か
ら
忠
節
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
内
通
は
相
手
を
騙
す
こ
と
で
た
だ
情
報

を
引
き
抜
く
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
自
体
を
引
き
抜
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
と
考
え
る
。
山
中
長
俊
を
含
む
柴
田
勝
家
か
ら
仕
事
を
任
さ
れ
て
い

る
三
名
は
、
特
に
役
割
を
持
っ
て
こ
の
戦
の
作
戦
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
読

み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
柴
田
勝
家
に
仕
え
て
い
た
時
代
の
山
中
長
俊
は
、
こ
の
よ
う
な
人

の
引
き
抜
き
、
裏
工
作
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
柴

田
勝
家
か
ら
豊
臣
秀
吉
と
い
っ
た
よ
う
に
、
敵
対
勢
力
に
属
し
て
い
た
と
い
う

経
歴
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
右
筆
と
い
っ
た
地
位
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
た
の

は
、
そ
の
よ
う
な
能
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

お
わ
り
に

　

伊
賀
衆
と
柴
田
勝
家
の
仲
介
人
を
し
て
い
た
と
い
う
以
外
、
い
ま
だ
不
明
な

点
が
多
か
っ
た
山
中
長
俊
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
よ
り
得
た
計
三
つ
の
く
ず
し
字
史
料
を
中
心
に
、
柴
田
勝
家
に
仕
え
て
い
た

時
代
の
活
動
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
戦
に
お
け
る
人

の
引
き
抜
き
等
の
裏
工
作
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
忍
び
の
雇

用
や
人
の
引
き
抜
き
と
い
っ
た
、
作
戦
に
深
く
関
わ
っ
て
く
る
重
要
な
仕
事
を

伊賀衆の仲介人・山中長俊 小野　陽菜
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任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
柴
田
勝
家
か
ら
の
高
い
信
頼
が
読
み
取
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
今
後
の
山
中
長
俊
研
究
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と

考
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
仕
事
だ
け
を
任
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
ま
た
今
回
は
平
時
の
役
割
に
つ
い
て
も
全
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
加
え
て
、
山
中
長
俊
が
い
か
に
し
て
仕
え
る
者
を
変
え
て
い
た
の

か
、
変
え
た
先
で
な
ぜ
高
い
地
位
に
い
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
等
ま
で
も
調
べ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
検
討
で
き
な

か
っ
た
甲
賀
・
山
中
氏
に
関
す
る
研
究
も
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
結

果
を
得
ら
れ
る
と
も
考
え
る
。

　
［
付
記
］
本
稿
は
字
数
の
関
係
で
、
卒
業
論
文
「
戦
国
織
豊
期
の
伊
賀
衆
に

つ
い
て
の
一
考
察
―
様
々
な
者
と
の
関
係
か
ら
―
」
の
第
三
章
を
中
心
に
大
幅

に
縮
小
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

伊賀衆の仲介人・山中長俊 小野　陽菜
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史料４:「柴田勝家書状」（東京大学史料編纂所所蔵）
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伊賀衆の仲介人・山中長俊 小野　陽菜
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史料５：「佐久間盛政等三名連署状」（東京大学史料編纂所所蔵）

史料７：「上杉景勝書状」（東京大学史料編纂所所蔵）
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文
末
脚
注

（
１
）�　

伊
賀
市
『
伊
賀
市
史
：
資
料
編
古
代
・
中
世
』
第
四
巻
（
伊
賀
市
、

二
〇
〇
八
年
）

（
２
）�　
「
浅
井
長
政
書
状
」（『
伊
賀
市
史
：
資
料
編
古
代
・
中
世
』
第
四
巻
―
六
二
九

号
）、
伊
賀
市
前
掲
注
（
一
）
書
、
七
五
〇
貢
。

（
３
）�　

斉
藤
司
「
豊
臣
期
、
関
東
に
お
け
る
山
中
長
俊
の
動
向
」（『
立
正
史
學
』
第

六
〇
号
、
立
正
大
学
史
学
会
、
一
九
八
六
年
、
七
―
二
〇
貢
）
八
貢
。

（
４
）　

斉
藤
前
掲
注
（
三
）
論
文
、
八
貢
。

（
５
）　

斉
藤
前
掲
注
（
三
）
論
文
、
八
―
九
貢
。

（
６
）�　

石
田
晴
男
『
中
世
山
中
氏
と
甲
賀
郡
中
惣
』（
同
成
社
、
二
〇
二
一
年
）、
等

を
参
考
。

（
７
）�　
「
佐
久
間
盛
政
書
状
写
」（『
伊
賀
市
史
：
資
料
編
古
代
・
中
世
』
第
四
巻
―

六
六
五
号
）

（
８
）�　

織
田
信
孝
か
ら
伊
勢
国
神
戸
城
を
与
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
「
小
島
兵
部
少

輔
」
か
。［「
勢
州
軍
記
」
下
（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
一
輯
上 

合
戦
部 

巻

五
九
八
末
、
底
本
「
宮
内
省
図
書
寮
（
現
書
陵
部
）
所
蔵
本
」
オ
ン
ラ
イ
ン
、

「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジLib

」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、https://japanknow

led�
ge.com

/lib/display/?kw
=%

E5%
B0%

8F%
E5%

B3%
B6%

E5%
85%

B5%
E
9%

83%
A

8%
E
5%

B
0%

91%
E
8%

B
C
%

94&
lid=

91021V
420057

#V
24200200

（
二
〇
二
三
年
一
月
八
日
最
終
ア
ク
セ
ス
））
五
七
貢
。］

（
９
）　

伊
賀
市
前
掲
注
（
一
）
書
、
七
八
二
貢
。

（
10
）�　
「
柴
田
勝
家
書
状
写
」（『
伊
賀
市
史
：
資
料
編
古
代
・
中
世
』
第
四
巻
―

六
六
六
号
）

（
11
）�　

久
保
氏
は
、
こ
の
部
分
を
「
信
楽
口
で
も
田
上
・
和
束
・
田
原
の
ど
の
口
で

も
結
構
だ
か
ら
、
見
当
を
つ
け
て
火
急
の
行
動
が
先
決
だ
。」
と
訳
し
て
い
た
。

［
久
保
文
武
『
伊
賀
市
叢
考
』（
図
書
印
刷
同
朋
舎
、
一
九
八
六
年
）、
三
一
七

貢
。］

（
12
）�　
「
徳
山
秀
現
・
佐
久
間
盛
政
連
署
添
状
写
」（『
伊
賀
市
史
：
資
料
編
・
古
代
・

中
世
』
第
四
巻
―
六
六
七
号
）

（
13
）�　
「
柴
田
勝
家
書
状
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

日
本
古
文
書

ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、https://w

w
w
ap.hi.u-tokyo.

ac.jp/ships/w
21/detail/20170217000385

（
二
〇
二
三
年
六
月
二
七
日
最

終
ア
ク
セ
ス
））

（
14
）�　
「
佐
久
間
盛
政
等
三
名
連
署
状
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、https://w

w
w
ap.

hi.u-tokyo.ac.jp/ships/w
21/detail/20170217000384

（
二
〇
二
三
年
六
月

二
七
日
最
終
ア
ク
セ
ス
））

（
15
）�　

加
賀
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
加
賀
市
史
：
通
史
』
上
巻
（
加
賀
市
役
所
、

一
九
七
八
年
）
五
一
一
貢
。

（
16
）　

加
賀
市
史
編
纂
委
員
会
前
掲
注
（
一
五
）
書
、
五
一
一
貢
。

（
17
）　

加
賀
市
史
編
纂
委
員
会
前
掲
注
（
一
五
）
書
、
五
一
二
貢
。

（
18
）�　
「
長
尾
系
図
」（『
続
群
書
類
従
』
第
六
輯
上
系
図
部
巻
一
四
六
、
底
本
「
諸
家

系
図
纂
（
巻
十
三
之
三
）」
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジLib

」、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、https://japanknow

ledge.com
/lib/display/?kw

=%
E5%

B1%
B1%

E7%
94%

B0%
E4%

BF%
A
E%

E7%
90%

86%
E4%

BA
%
A
E&

lid=
91021V

110264#V
21104100

（
二
〇
二
三
年
一
月
六
日
最
終
ア
ク
セ
ス
））

二
六
四
貢
。

（
19
）�　

長
岡
市
編
『
長
岡
市
史
：
通
史
編
』
上
巻
（
長
岡
市
、
一
九
九
六
年
）

一
七
三
貢
。

（
20
）　

長
岡
市
前
掲
注
（
一
九
）
書
、
一
七
三
―
一
七
四
貢
。

（
21
）　

長
岡
市
前
掲
注
（
一
九
）
書
、
二
六
八
―
二
七
一
貢
。

（
22
）�　
「
上
杉
景
勝
書
状
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
、「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

日
本
古
文
書

ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、https://w

w
w
ap.hi.u-tokyo.

ac.jp/ships/w
21/detail/20170217000380

（
二
〇
二
三
年
六
月
二
七
日
最
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終
ア
ク
セ
ス
））

（
23
）�　

こ
の
書
状
に
お
け
る
「
揚
河
北
」
に
あ
る
地
の
よ
う
で
あ
る
。［
中
川
佳
奈

「
御
館
の
乱
の
発
生
に
つ
い
て : 

謙
信
政
権
下
で
の
景
勝
・
景
虎
の
役
割
と
そ
の

背
景
」（『
ゆ
け
む
り
史
学
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
五
―
二
一
貢
、
オ
ン

ラ
イ
ン
、「
別
府
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttp://repo.

beppu-u.ac.jp/m
odules/xoonips/detail.php?id=ys00104

（
二
〇
二
三
年

一
月
七
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）
博
士
論
文
）
二
〇
貢
。］

（
24
）�　

現
在
の
北
蒲
原
郡
・
岩
船
郡
に
相
当
す
る
阿
賀
野
川
が
当
時
揚
河
と
呼
ば
れ
、

そ
れ
よ
り
北
が
揚
北
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
か
ま
え
る
鎌
倉
期
以
来
の
国
人
た
ち

に
よ
る
「
揚
北
衆
」
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
た
。［
佐
藤
博
信
「
戦
国
大
名

の
形
成
過
程
―
越
後
国
の
場
合
―
」（
阿
部
洋
輔
編
『
戦
国
大
名
論
集
九
：
上
杉

氏
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
一
九
五
―
二
三
六
貢
）
二
〇
六

貢
。］

（
25
）�　

上
杉
景
勝
と
上
杉
景
虎
が
上
杉
謙
信
の
後
継
者
の
座
を
争
っ
た
戦
い
。（
長
岡

市
前
掲
注
（
一
九
）
書
、
二
七
三
―
二
七
四
貢
。）

（
26
）　

長
岡
市
前
掲
注
（
一
九
）
書
、
二
七
五
貢
。

（
27
）　

長
岡
市
前
掲
注
（
一
九
）
書
、
二
七
八
―
二
七
九
貢
。

伊賀衆の仲介人・山中長俊 小野　陽菜
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